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廃棄物処理先進事例調査

平成28年７月１日13:30より本会再生処分部会の先進事例調査として神奈川県川崎市にあ

る昭和電工株式会社（川崎事業所）を訪問し、ゼロエミッション型プラスチック・ケミカル

リサイクル（使用済プラスチックのアンモニア原料化）を行うプラスチックリサイクルセン

ター（ガス化プラント）等を見学しました。

第18回 昭和電工株式会社（川崎事業所）

■概 要

会 社 名 昭和電工株式会社

代 表 者 代表取取締役社長 市川秀夫

本社所在地 東京都港区芝大門１－13－９

設 立 1939年６月

資 本 金 140,564百万円（2016年３月31日現在）

主要営業品目 石油化学、化学品、エレクトロニクス、無機、アルミニウム等
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■使用済プラスチックから化学製品（アンモニア）を製造

プラスチックは軽い、強い、加工しやすいという点から

100年の間に急速に普及した。しかし、使用が終わり、廃

棄物として排出してしまうと、環境問題や資源問題を引き

起こす原因となる。プラスチックの長所は廃棄・処分時に

おいて短所となり得ることから、持続可能な豊かな社会実

現に向けた、環境にやさしく利用価値の高いリサイクル方

法（手法）が求められている。その中でさまざまなリサイ

クル技術が研究されてきている。

近年、注目されているリサイクル技術が、使用済プラス

チックをガス化し化学原料として再生させるプラスチック・

ケミカルリサイクルである。同社では、2003年から使用済

プラスチックのアンモニア原料化事業を開始した。家庭で

一度利用され、商品価値のなくなった使用済プラスチックをガス化し、化学製品（アンモニア）を製造し

ている。

＜処理＞より＜再生＞

＜再生＞より＜製造＞

を目指し、廃棄物である使用済プラスチックをプラスチックとして単に再生するのではなく、全く別の性

状を有する原材料に作り変える（製造する）という先進的な事業と言える。

【プラスチック・ケミカルリサイクル推進室 竹田室長による説明】

195t／日（64,000ｔ／年）のプラスチック処理が可能であり、塩化ビニルを含む多くのプラスチック類

の受入が可能である（分別の必要がない）。

設備・工程としては、大きく「破砕成形」と「ガス化」の2つから成り立っており、プラスチック類は

低温と高温の加圧二段式ガス化炉により、全て合成ガス（水素と一酸化炭素主体の合成ガス）に改質され

る。また合成ガス生成過程で回収される「水砕スラグ」や「不燃金属」はそれぞれ建材・路盤材や有価金

属といった資源として有効利用されるゼロエミッション型リサイクル設備である。
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破砕成形時の状況をモニターで見学 製品の臭いを入念に確認する吉村部会員
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【リサイクルフロー】

１．破砕成形

収集された使用済プラスチックが投入コンベアーにより破砕機に投入される。破砕及び異物を除去した

後の使用済プラスチックは、成形機により小さな固まり（古紙を含まない成形プラ）に加工される。

“成形プラ”と“破砕品”

２．ガス化

成形プラは｢低温ガス化炉（流動床炉）｣と｢高温ガス化炉（旋回式ガス化改質炉）｣という２つのガス化

炉の中で温度と圧力を調整され、水素と二酸化炭素の合成ガスになる。

再生された製品が並ぶ

破砕成形設備
破砕機

ペール

成形機

成形プラ
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① 成形プラ貯槽

↓

② 低温ガス化炉

成形プラを圧力１Mpa、温度600～800℃の条件下において、少量の酸素と蒸気をガス化

剤として熱分解及び部分酸化され、「分解ガス」「タール」「チャー」から構成されるガス

となる。

↓

③ 高温ガス化炉

低温ガス化炉で生成したガスは、1400℃の温度化において少量の酸素と蒸気により熱分

解及び部分酸化され、水素と一酸化炭素を主体とする合成ガスに改質される。

↓

④ ガス洗浄設備

ガス化炉で生成された合成ガス中には、塩化ビニル等の塩化化合物に由来する塩化水素

が含まれるが、これをアルカリ水で中和し、「塩」に戻す。

↓

⑤ ＣＯ転化設備

合成ガス中に含まれる一酸化炭素は350℃まで加熱され、水蒸気と反応させることによ

り水素と二酸化炭素に転化される。CO転化設備はアンモニアの主原料となる水素を増や

す役割を果たしている。

↓

⑥ 脱 硫 設 備

プラスチック廃棄物に混入したゴム類等に由来する硫化物を「硫黄」として回収する。

↓

⑦ アンモニア製造設備

水素と二酸化炭素を主体とする合成ガスは、圧縮後、隣接するアンモニア製造プラント

へと送られ、水素を取り出し、その水素を利用して最終的にアンモニアが作られる。一方、

二酸化炭素は隣接する工場でドライアイスや液化炭酸ガスとして出荷されている。

ガス化設備

成形プラ

合成ガス

不燃金属

水砕スラグ

低温
ガス化炉

高温
ガス化炉
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以上の「アンモニア製造プロセス」は、公益財団法人日本環境協会が実施するエコマーク認定制度にお

いて、容器包装リサイクル法に則り収集されたプラスチック製容器包装廃棄物（使用済プラスチック）を

ケミカルリサイクル手法（ガス化）により再商品化し、原料の一部としてアンモニアを生産するという一

連のプロセスについて環境ラベルを取得した。製造プロセスとして世界初の取得である（2015年７月）。

アンモニア製造設備

CO２分離、圧縮･循環、合成

合成ガス

アンモニア

エコマーク認定

プラスチック製容器包装リサイクルによる

アンモニア製造プロセス

15504001

昭和電工川崎事業所

【環境調和型アンモニア｢ＥＣＯＡＮＮ�（エコアン）｣】

アンモニアは無色・透明の気体で、洋服やプラスチック製品等、暮ら

しに身近な製品の原料や薬剤として使われる化学製品である。 またア

ンモニアは窒素酸化物を除去する脱硝用薬剤やフロンに代替する冷凍機

の冷媒として環境保全に役立つものである。

同社が製造するアンモニアは環境調和型アンモニア｢ＥＣＯＡＮＮ�

（エコアン）｣として広く全国各地にて使用されている。

アクリル繊維原料

ナイロン繊維原料

窒素系肥料原料

クリア系樹脂原料

ＥＣＯＡＮＮ�（エコアン）
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■まとめ

大量に排出されるプラスチックの処理リサイクルは社

会問題となり、リサイクルを推進する為、平成９年に容

器包装リサイクル法が施行されました。同法では、消費

者に対し分別排出、市町村に対し分別収集、事業者に対

し再商品化がそれぞれ義務付けられていますが、使用済

プラスチックは種類も多く、一括再生処理が難しいのが

現状です。同社は、その中でガス化によるケミカルリサ

イクル手法を構築されており、石油を原料とするプラス

チックから石油の精製時に必要なナフサより製造されて

いる化学製品の原料と同じものを、石油由来の使用済プ

ラスチックから製造できるようにするという技術は正に

先進的でした。

蓄積されたガスの製造技術から社会ニーズにあったガ

スの製造方法を構築し、同社にて製造されているアンモ

ニアのうち使用済プラスチックを原料にしたものが65％

を占めているというご説明には驚きました。循環型社会

を形成するあたり、必要不可欠なリサイクルシステムと

言えます。

最後にご多用の折にもかかわらず、訪問にあたり、快

くご対応いただきました昭和電工株式会社（川崎事業所）

プラスチック・ケミカルリサイクル推進室長の竹田 徹

様とご担当者様に心よりお礼申し上げます。

（文責）川本謙太




